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         写真 3 東京天文台内部配布先及び案内総数 

当時の東京天文台の研究部が窺い知れる。これもまた歴史である。 

次号から、記録ノートに記された談話会記録を紹介する。 

 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


